
年
間
出
荷
量

約
９
０
０
０
ｔ
！

　
Ｊ
Ａ
岩
井
の
園
芸
部
会
は
部
員
数
４
２
３

名
で
、
年
間
を
通
じ
て
約
３
０
０
ha
の
ネ
ギ

を
生
産
し
、
ネ
ギ
作
り
６３
年
の
歴
史
を
誇
る

出
荷
組
織
で
す
。
商
標
取
得
の
マ
ル
岩
マ
ー

ク
を
つ
け
た
○岩
ネ
ギ
は
、
年
間
約
９
０
０
０

ｔ（
５
㎏
箱
・
１
８
０
万
ケ
ー
ス
）を
出
荷
し

ま
す
。
こ
の
内
、
約
８
０
０
０
ｔ
（
５
㎏
箱

・
１
６
０
万
ケ
ー
ス
）
は
、
○岩
初
夏
ネ
ギ（
５

～
６
月
ど
り
）
・
○岩
夏
ネ
ギ
（
７
～
８
月
ど

り
）
に
区
分
し
て
、
京
浜
市
場
を
中
心
に
北

海
道
・
東
北
・
信
越
の
主
要
30
社
へ
出
荷
し
、

○岩
ブ
ラ
ン
ド
ネ
ギ
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

求
め
て
い
た
新
品
種

「
初
夏
一
文
字
」

　

現
在
、
当
地
の
初
夏
ネ
ギ
の
主
力
品
種
は
、

晩ば
ん

抽ち
ゅ
う

性
・
早
太
り
性
に
す
ぐ
れ
た
Ａ
品
種
（
他

社
）。　

夏
ネ
ギ
の
主
力
品
種
は
、
在
圃ほ

性
の

高
い
Ｂ
品
種（
他
社
）の
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
初
夏
ネ
ギ
の
終
盤
と
な
る
６
月
下
旬

に
な
る
と
Ａ
品
種
は
、
首
割
れ
や
腹
割
れ
が

↑そろいのよい「初夏一文字」は、機械収穫にも適する。

↑濃緑色の葉と、つやつ
やの軟白部のコントラ
ストが際立つ「初夏一
文字」。

↑ＪＡ岩井では年間約9,000ｔもの
ネギを出荷している。

↑写真左は筆者。写真右は筆者の父
光男さん。

初
夏
ど
り
・
夏
ど
り
に
適
応
す
る

二
刀
流
の
ネ
ギ
品
種「
初し

ょ

夏か

一い
ち

文も
ん

字じ

」
茨城県

栃木県

ＪＡ岩井坂東市・坂東市

地域概況

農業列島
産地ルポ

　

茨城県
JA岩井

ネギ

Ｊ
Ａ
岩
井 

営
農
部
営
農
課

後ご

藤と
う　

憲け
ん

司じ

ネギ・レタス生産量を支える産地
　ＪＡ岩井は、茨城県の南西部に位置し、都
心まで50㎞圏内の都市近郊型農業地域です。
この地の利を生かし、首都圏への生鮮野菜供
給基地として重要な役割を担っています。
　一年を通して穏やかな気候風土に、農業機
械が使いやすい洪積層の平坦な地形、豊富な
地下水と、野菜作りに適す好条件がそろった
地域です。
　特産品のネギ・レタスは全国でもトップク
ラスの生産量を誇り、産地化されて消費者の
毎日の食卓を支えています。
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発
生
す
る
な
ど
、
品
質
の
低
下
が
見
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
夏
ネ
ギ
の

出
荷
開
始
期
に
あ
た
る
７
月
上
旬
の
Ｂ
品
種

は
、
生
育
が
ゆ
っ
く
り
な
性
質
か
ら
、
太
り

が
鈍
く
、
収
量
の
確
保
が
で
き
に
く
い
と
い

っ
た
特
徴
も
あ
り
、
Ａ
品
種
の
早
太
り
性
・

晩
抽
性
、
Ｂ
品
種
の
在
圃
性
を
有
し
た
新
品

種
を
探
求
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
中
、
タ
キ
イ
種
苗
よ
り
、
６

月
下
旬
～
７
月
中
旬
ど
り
の
作
型
で
、
期
待

で
き
る
試
作
品
種「
Ｔ
Ｎ
Ｅ
‐
７
４
３
」（「
初

夏
一
文
字
」）の
提
案
が
あ
り
、
平
成
22
～
25

年
に
か
け
て
面
積
や
作
型
を
少
し
ず
つ
拡
大

し
な
が
ら
試
作
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

試
作
の
結
果
、「
初
夏
一
文
字
」
は
、
①
葉

色
が
濃
く
、
緑
と
白
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
き

れ
い
。
②
草
丈
が
短
く
、
葉よ

う

鞘し
ょ
う

の
伸
び
が
ゆ

っ
く
り
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
仕
上
が
る
。
③
首

の
ば
ら
け
が
少
な
い
。
④
見
た
目
以
上
に
重

量
感
が
あ
る
。
と
好
評
で
、
当
部
会
で
求
め

て
い
た
も
の
と
一
致
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成

26
年
産
よ
り
６
月
中
旬
～
７
月
中
旬
ど
り
の

作
型
で
本
格
導
入
を
決
定
し
ま
し
た
。
加
え

て「
初
夏
一
文
字
」は
、
晩
抽
性
も
有
し
て
い

る
た
め
５
月
か
ら
の
出
荷
が
可
能
で
、
適
応

幅
の
広
い
品
種
で
あ
る
こ
と
も
試
作
を
通
じ

て
分
か
り
ま
し
た
。

収
穫
期
の
汎
用
性
が
好
評

　

当
地
で
の「
初
夏
一
文
字
」初
夏
ど
り
（
６

月
中
下
旬
）
の
作
型
は
、
播
種
が
10
月
中
下

旬
、
定
植
は
12
月
下
旬
～
１
月
上
旬
、
定
植

後
～
４
月
上
旬
ま
で
は
ト
ン
ネ
ル
被
覆
、
ト

ン
ネ
ル
除
去
後
に
土
寄
せ
・
追
肥
を
行
い
ま

す
。
施
肥
は
総
チ
ッ
ソ
量
で
１０
ａ
当
た
り
25

㎏
を
目
安
と
し
ま
す
。
夏
ど
り
（
７
月
上
中

旬
）
の
作
型
は
、
播
種
が
11
月
上
中
旬
、
定

植
は
２
月
～
３
月
上
旬
、
５
月
よ
り
土
寄
せ

・
追
肥
を
行
い
ま
す
。
施
肥
は
総
チ
ッ
ソ
量

で
１０
ａ
当
た
り
20
㎏
を
目
安
と
し
ま
す
。

　
「
初
夏
一
文
字
」は
、
他
品
種
よ
り
根
量
が

少
な
い
た
め
、
土
寄
せ
は
３
～
４
回
と
こ
ま

め
に
行
い
、
土
寄
せ
時
の
管
理
機
に
よ
る
断

根
の
シ
ョ
ッ
ク
を
軽
減
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
状
況
に
よ
っ
て
は

５
～
６
月
に「
べ
と
病
」、
６
～
７
月
に
「
さ

び
病
」
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の
で
、
症
状

が
見
ら
れ
る
前
か
ら
早
期
防
除
を
徹
底
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
初
夏
一
文
字
」の
本
格
導
入
か
ら
３
年
が

経
過
し
、
６
月
中
下
旬
の
初
夏
ど
り
、
７
月

上
中
旬
の
夏
ど
り
品
種
と
し
て
産
地
に
定
着

し
て
き
ま
し
た
。
特
に
汎
用
性
の
高
さ
は
生

産
者
か
ら
も
好
評
で
、
Ａ
、
Ｂ
品
種
に
次
ぐ

主
力
品
種
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
初
夏
ど

り
・
夏
ど
り
の
二
刀
流
品
種
と
し
て
、
栽
培

面
積
の
拡
大
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
い
品
質
の
ネ
ギ
を
安
定
出
荷

　

当
産
地
は
、「
い
つ
も
く
ら
し
の
中
に
○岩
ネ

ギ
を
」
を
目
標
に
、
周
年
出
荷
体
系
が
確
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
夏
秋
、
秋
冬
、
春
ど
り
の
作
型

で
、
高
品
質
な
ネ
ギ
が
安
定
出
荷
で
き
る
よ

う
、
適
品
種
の
選
定
を
さ
ら
に
進
め
、
○岩
ブ

ラ
ン
ド
ネ
ギ
の
進
化
へ
の
挑
戦
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
タ

キ
イ
種
苗
に
は
、
優
良
品
種
の
開
発
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

↑「初夏一文字」は、首部のしまりがよく、ば
らけにくく歩どまりが高い。

↑「初夏一文字」生産者の真中さん。収穫後の出荷調製作業には、皮がむき
やすいなどの省力性が求められる。

←
「いつもくらしの中
に○岩ネギを！」と語
る、地産ネギ愛にあ
ふれる筆者。

→
きれいに箱詰めされ
た自慢のネギを持つ
藤井さんご夫妻。

↑
そ
ろ
っ
て
よ
く
太
る「
初
夏
一
文
字
」

は
立
性
で
秀
品
率
が
高
い
。

JA岩井のオリジナルキャラクター！

［ネッキーマンプロフィール］

10月 11 12 1 2 3 4 5 6 7

××

×

×
×

：播種

■ＪＡ岩井「初夏一文字」作型表

：定植 ：収穫

トンネル

YouTubeにて
「ネッキーマン」
情報公開中！

2009年４月、１本のネギか
らネッキーが誕生。その後
成長と進化を遂げ、未来フ
ァーマー「ネッキーマン」に。
子どもたちに夢を、野菜の
力でみんなに元気と感動を
与えるべく、未来形アンド
ロイド農

ファーマー

業者として活躍。
180㎝・70㎏
茨城県坂東市出身
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